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日 時 令和元年６月２９日（土） 午後１時３０分～午後２時４０分 

場 所 鎌田会館 ２階ホール 

 

伊東市総合計画について 

 意見 市回答及び対応 

１ 計画には産業に関する施策も盛り込んでいただきた

い。若い人たちが子育てしやすい街になり、若い人

が一人でも増えることを望みます。また、新しい計

画の策定に当たっては、過去の計画の検証も必要で

す。 

現在の計画においても農業や水産業など各産業に関する施策は進めて

おり、新計画においても産業全てをしっかりと支えてまいります。また、

現在の計画の検証は行っており、その上で新しい時代に合った計画を策

定してまいります。 

 

地域の身近な課題について 

 意見 市回答及び対応 

１ 太陽光発電については全面的に反対しているわけで

はありませんが、鎌田地区でのメガソーラー計画は

自然環境保全の観点から大きな問題と考えておりま

す。事業者から申請が出ており、市条例に則った対

応をされていると聞いていますが、現状を伺います。 

鎌田地区のメガソーラー建設計画については、昨年１２月に宅地造成等

規制法に基づく許可申請が提出されたことから、行政手続法に従い、申

請書を受理し、宅地造成等規制法で定める技術基準の適合について厳密

な確認作業を行い、慎重に審査を行っているところです。 

また、静岡県が太陽光発電施設に係る環境影響評価の適用範囲を拡大し

たことから、当該建設計画もその対象になるものと考えております。 

本市といたしましては伊東市美しい景観等と太陽光発電設備設置事業

との調和に関する条例により厳格に対応してまいります。 

２ 県道５９号に設置されているカーブミラーが草木で

おおわれてとても見にくい状態です。 

また、県道５９号の伊豆市側はよく清掃されていま

すが、伊東市側は折れた枝や樹木がはみ出していて

も対応されていない状況です。 

県道５９号（伊東西伊豆線）のカーブミラーが草木で見にくい件及び折

れた枝や樹木がはみ出している件につきましては、熱海土木事務所へ対

応を要請しました。 

また、県道５９号には市道から県道へ出るための伊東市管理のカーブミ

ラーがあるため、現地調査を行いましたが、枝等により見にくくなって
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 意見 市回答及び対応 

いる箇所はありませんでした。 

３ 柏嶺から下方の山林の中で倒木が大量に発生してい

ます。伊東市ではこの数十年の間、森林整備がなさ

れてこなかったものと考えます。 

先人が大切に管理してきた美しい森林を維持し、自

然災害を防止する観点からも、林業も含め産業に力

を入れていただきたい。 

本市の森林荒廃については真剣に受け止めております。手入れが行き届

いていない森林を整備するための「森林環境税」が創設され、徴収開始

はまだ先となりますが、１人当たり年間１，０００円の課税となります。

令和元年度から森林環境譲与税として市に配分されることとなってお

り、まずは市内の森林所有者の意向調査を行うこととなっております。

この財源を活用し森林整備の取組を進めてまいります。 

４ 産業課で鳥獣被害や森林整備等の相談をしますが、

業務量に対して人員が少なく大変だと心配していま

す。林野庁の保安林整備や静岡県の森の力再生事業

等、各種補助事業は多くの種類があるため、それら

諸々の事業を理解した産業課の担当者を配置してい

ただきたい。 

補助事業のメニューを熟知し、知識のある職員を育てていくことは必要

だと考えております。 

５ 東・西・旭小学校の３校統合に当たり、放課後児童

クラブがどのようになるのか心配しています。放課

後児童クラブも一つになり利用する子どもが増えた

場合には、安全に過ごせるような環境整備をお願い

します。 

通学手段についても心配しています。スクールバス

の運行や通学路の整備について検討をお願いしま

す。災害時の対応についても今まで以上に強化して

いただき、通学路の危険箇所は直していただくなど

の対応をお願いします。 

現状ではかどの球場付近も旭小学区ですが、学区の

整備についても検討が必要になってくるものと思い

３校の統合に当たっては、放課後児童クラブの利用者への配慮もしっか

り心掛けていきます。３校の学童機能を東小に統合することで生じる

様々な影響について、今後、各団体と協議を重ねるとともに、必要な施

設の整備も行ってまいります。 

統合に伴う新たな通学路については、今後、安全面と距離の両面での点

検を徹底します。 

通学手段としてスクールバスの導入については他地域の実例や通学の

実態を把握しつつ、今後、地域協議会で検討いたします。家庭の負担軽

減に配慮し検討してまいります。 

統合後のクラス編成や心のケアについては、子どもが安心して通学でき

るよう配慮してまいります。 
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 意見 市回答及び対応 

ます。 

子どもの心のケアにも配慮していただきたいと思い

ます。統合後のクラス編成について、例えば出身学

校別にしていただくなど、新しい環境にすぐになじ

めない子どもであっても安心して通えるような配慮

をお願いします。 

６ 現在の旭キッズクラブの環境整備について、送迎の

際に駐車場として利用させていただいている運動場

の整備をお願いします。 

現状を確認の上、対応方法を検討いたします。 

７ 別荘分譲地において、高齢者が安心して住み続けら

れるような交通手段の整備に対し、協力をお願いし

ます。 

昨年度、交通の基本計画となる「地域公共交通網形成計画」を策定し、

この中で「別荘分譲地など交通空白地域の解消に向けた取組を行う」こ

ととしており、今後は地域の皆様との意見交換をしながら、地域の交通

手段について検討してまいります。 

 


